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児童の主体性・自立性を育む総合的な学習の時間の授業づくり

～日立みらいイノベータープログラムを取り入れた課題発見・解決能力の育成を通して～

日立市立河原子小学校

１ はじめに

河原子小学校では，今年度から公益財団法人日立財団による「日立みらいイノベーター

プログラム」を総合的な学習の時間に取り入れている。このプログラムは，「主体的・協

同的な学びを通して，創造性・探究心・主体性・チャレンジ精神・問題発見・課題解決力」

の育成を目的としており，目標を達成するために必要なスキルをトレーニングするPhase1，

トレーニングしたスキルを応用し，探求的活動に取り組むPhase2に分けられる。これらの

プログラムを展開していく中では，実際に企業から外部講師を迎え，企業が行う課題解決

のステップについての話を聞く場面があり，自分たちの課題解決に生かす取り組みを行っ

ている。

日立みらいイノベータープログラムを取り入れた実践は５・６学年で行っているが，本

稿では，特に５学年の総合的な学習の時間のテーマ「みんなで守ろう 河原子の環境」に

おける実践について説明する。

２ 実践の内容

(１) ５学年・総合的な学習の時間について

テーマ 「みんなで守ろう 河原子の環境」

目標 自分たちの生活を環境の視点から見つめ，課題を追求していく活動を通して，環境

を守ろうとする態度を育てる。

１学期 ２学期 ３学期

課題設定 調べる・整理する 表現する

○環境問題について知る。 ○課題について話し合う。 ○プレゼン資料の作成をす

○統計資料やデータから日立や ○課題解決のための手立てに る。

河原子の漁業の現状について知 ついて考え，調べる。 ○学習の振り返りをする。

る。

○自分の課題を設定する。

近年，河原子漁港では，漁業従事者の減少や高齢化，漁獲量の減少，食事の西洋化

による魚離れといった課題がある。そこで，自分たちの住む河原子地域を活性化させ

ていくためにはどうすればよいのか，漁港があるという環境を生かしながら，その手

立てを考えていくという学習内容である。

１学期には，統計資料やデータなどから現状を知り，自分たちにとって切実な課題

であるという実感や調べるための必要感をもたせる。２学期には，「どうしてこのよ

うな現状になったのか？」「この手立ては本当に有効なのか？」などについて，議論

を重ねることで，考えた手立てがより吟味されたものになるようにする。そして３学

期には，より説得力のある内容になるよう，説明や資料提示を工夫しながら，プレゼ

ンする，といった内容になっている。
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(２) 日立みらいイノベータープログラムの活用

① 目的

このプログラムは，主体的・協同的な学びを

通して，「創造性・探究心・主体性・チャレンジ

精神・問題発見・課題解決力」の育成を目的と

している。そして，そのために必要な７つのス

キルを定義し，トレーニングによって高めてい

く段階と，高まったスキルを用いて探求的活動

に取り組む段階の２つに分けられている。

② プログラムの構成とスケジュールについて

Phase１では，ワークシートを中心としたスキルトレーニングにより，先述した７つ

のスキルを高めていく。Phase２においては，児童の課題について，情報収集や情報の

整理分析，プレゼンの企画・作成といった内容になっているが，総合的な学習の時間

の内容に合うように，修正やアレンジをしながら進められる。

また，このプログラムにおいては，特徴の一つである，みらいサポーター（日立グ

ループの社員講師）を迎えた授業も行われる。
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③ Phase１ スキルトレーニングについて

○課題を解決していくために必要なスキルを身に付けるためのワークシートを中

心としたトレーニング

〈 課題解決のためのスキル 〉

○問題を発見する ○仮説を立てる

○計画を立てる ○情報を収集する

○仮説を確かめる ○整理・分析する

○創造する

プログラム全体がロールプレイングゲームに見立て

られており，スキルを習得するとシールが与えられる。

児童の意欲や主体性を高めることができるように工夫

されている。

④ Phase２ 探求的な学習について

Phase１で高めたスキルを活用し，自己の課題解決を行っていく。

Phase２の流れ

課題の設定 → 情報の収集 → 情報の整理 → 発表の準備 → 中間発表

→ 考えを深める → 発表 → 振り返り

問題を発見するためのワークシート

目標カード「イノベーターへの道」

情報収集・仮説確かめ・整理分析ためのワーク
シート

設定した課題の解決

方法を調べる

調べた情報をグルー

プで共有する

中間発表でのアドバ

イスを受け再考する
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「課題解決に向けた児童のアイディア」

○若い人が集まるイベントを開く。

（例）魚の料理コンテスト，漁師体験

○飲食店やスーパーなどに，後継者を求めるポス

ターやパンフレット，ちらしを置く。

○アニメとコラボし，鑑賞会を開く。

○飲食店と連携し，直接買い取ってもらえるよう

にする。

○捕った魚を料理して試食してもらう。

○飲食店が雑魚を買い取り，雑魚専門の料理を出

す。

→珍しくてお客さんが増える。

○アワビや伊勢エビをブランド化して購入量を増

やす。

⑤ 「みらいサポーター」による出張授業

「問題発見・課題解決」の方法を伝え

るため，日立グループの社員が講師と

して学校を訪問し，授業を行う。日立

の社会イノベーションを参考に，企業

人の実際の課題解決のステップを取り

入れて，課題解決につなげるキャリア

教育的要素も含んでいる。

年間３回の授業が設定されている。

３ 成果と課題

問題を発見する際には身の回りの事象に丁寧に気を配ることや，課題解決には，「何の

ため，誰のため」といった目的意識をきちんともつことなど，児童がこれまであまり意識

してこなかったことに目を向けられるようになった。また，「課題の原因がどこにあるの

か。」「課題解決のための手立ては本当にこれでよいのか。」といった根本的なことについ

て，丁寧に議論を重ねながら取り組んできたことも，総合的な学習の時間の内容を充実さ

せることにつながったと考える。

学校で行っている総合的な学習の時間の内容と整合性をもたせること，また，そのため

の修正や打ち合わせなどに時間がかかることは課題である。内容的には素晴らしいものだ

けに，それに集中して取り組むための余裕がとれなかったことが惜しい。これからさらに

有効に活用していくための手立てについて考えていきたい。

課題解決に向けてのワークシート

みらいサポーターによる授業の様子


